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cuN+iu - CuN'+e イオン化過程 (1)
CuN+hu - CuN-1+Cu 蒸発過程 (2)
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図4.d=30mmにおけるCw クラスターの光解離スペクトル｡N=1-21の範囲でN=2及び全ての奇数クラ
スターイオンが強く現れ､殻構造を反映してN=9,N=21を境にクラスターイオン強度が大きく減少する｡
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この2つの間借は､N=1-3とN=4-10のクラスターイオンとでは解離メカニズムが異なる
ことを意味し､従って､蒸発過程によって出現するN-113のクラスターとは別に､N=4110
の全てのクラスターイオンが同じ分裂過程を経て出現した事を示唆している｡
N=4110のクラスターが強く現れるd=30mmの質量スペクトルをより詳細に観てみると
(図4)､N=1-21の範囲でN=2及び全ての奇数クラスターの1価正イオンが強く現れる事
が分かる｡この奇数クラスターイオンはNが大きくなるに従い弱くなる傾向にあり､N=9と
N=21を境にして､それ以降で強度が大きく減少するoこれはCu9+とCu21+クラスターイオン
がそれぞれ自由電子数8個と20個の安定した殻構造を取るためである｡従来クラスターの殻
構造は生成過程において観測されているが 【9･10]､大径サイズのCuNクラスターからの解離
過程においても観られる点は注目に値する.このことはCuNクラスターがその生成過程及び
解離過程において､電子的構造を反映した同一経路を経ることを示唆している｡
§4.結論
中性のCuNクラスターに注目して蒸発過程と分裂過程とが競合する光解離について実験的
研究を進め､A7:Fエキシマーレー ザー光のPuenceに対するCuNクラスターの質量分布変化を
測定したOその結果､光のPuenceの増加と共に大きなサイズのCuNクラスターから光解離が
進行し､N=1-21のCuN+イオンの出現を認めた.CuN+イオンが出現する光のPuenceの開
催はN=1-3とN=4-10とでは違う値を示し､それぞれ蒸発過程と分裂過程の2つの異なる
解離過程に対応する事を示唆するoまた､N=200に至る大きなサイズのCuNクラスターの光
解離に伴って出現したN=1-21のCuN+イオンは､CuNクラスターの生成過程に認められる
場合と同じく､自由電子数が8個と20個で安定する殻構造をとり､CuNクラスターがその
生成 ･解離の両過程で､電子的構造を反映した同一経路を経ることを示唆する｡
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